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る。そこで本研究では「小さな肝グラフトを、異種動物を in vivo bioreactorとして利用し
大きく再生させたうえで、移植可能な臓器として移植する」という、全く新しい発想に
基づき、小動物実験でSyrian hamsterから摘出した小さい部分肝グラフトを、in vivo 
bioreactorとしてのNude rat体内で再生しうるかどうかを検討した。 



















性細胞は術後3日目に27.5 ± 4.1%と増加し（p=0.0014）, 術後7日目でも16.8 ± 0.4%で
あった。術後7日目の肝グラフトのATP活性値は術後1，3日目と比較して有意に増加
した（p=0.0457）。 
【結論】適切な免疫抑制療法を行った異種動物体内を in vivo bioreactorとして、補助的に
移植された部分肝グラフトは、超急性拒絶反応が充分に抑制され、viabilityを維持しなが














倍のサイズまで再生した。以上より、適切な免疫抑制療法を行った異種動物体内を in vivo 
bioreactorとして移植された部分肝グラフトは、超急性拒絶反応を起こすことなく再生す




 したがって、本論文は博士（  医 学  ）の学位論文として価値あるものと認める。 
 なお、本学位授与申請者は、令和 2 年 2 月 21 日実施の論文内容とそれに関連
した研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
